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第１７回スーパーリーグ開催にあたり 

 
いつもスーパーリーグの運営にご協力頂き、誠にありがとうございます。 

本年度開催にあたり、先立って行われましたブロック長会議（1/29）では、ここ数年の中で見受けられ

る運営上の数々の問題点が挙げられました。つきましては、チーム各位には、本年のスタートに当た

り、初心に戻ってご理解いただき、あらためて運営にご協力をお願いすることとなりました。 

 

① 本リーグ発足の経緯と目的 

② 注意喚起事項 

 

参加チームは、本文を必ずチーム代表者にお渡ししてください。 

チーム代表者は、本文を熟読しスーパーリーグ担当スタッフ・審判員など関係者への周知徹底を 

お願いいたします。 
 

【本リーグ発足の経緯と目的】 

１．経緯と目的 

１）本リーグは、参加チームが低学年（４年生以下＊）クラスから広く東京都２３区内チームとのリーグ戦・

トーナメント戦の交流を通して切磋琢磨し、選手・指導者ともに学童野球チームとしての品格・技量の

向上を果たし、お互いが東京都新人戦・全日本学童東京都大会・都知事杯などの上部大会、更には

全日本学童大会で活躍できるチームを送り出す事を目的に発足しました。＊女子は６年生以下 

２）参加チームは本リーグの目的に添い、スーパーリーグに加盟している事に甘んじることなく、他チー

ムの良きライバルとなれるようチーム育成・強化にあたって下さい。 

３）年間を通じ加盟チームと友好的に交流する事が、若手指導者の育成に繋がることを願っています。 

 

２．リーグ運営について 

１）本リーグの運営は、チーム相互の責任と協力があって成り立つもので、いわゆる各種トーナメント戦

への大会参加（参加申し込み→敗退で終了）とは別の運営であることをご理解ください。 

２）グラウンド・審判の相互提供ならびにブロックリーグ戦完全消化・トーナメント戦進行協力は加盟チー

ムの最低限の義務と心得てください。 

※特に本年度もコロナの関係で、いつ中断するか分かりませんので、早め早めの消化を意識して下

さい。 

  ・ブロックリーグ戦 ： ２０２３年３月４日（土）～９月２４日（日） （完全消化） 

  ・トーナメント戦 ： リーグ戦終了後～２０２３年１２月３日（日） 

３）本部事務局・ブロック事務局への報告・連絡など協力する 

 

３．安全対策 

１）４年生以下選手には、慣れない長距離移動や寒さ暑さの中での遠征です。 

安全運転・体調管理を徹底し、事故のないようお願いいたします。 

また、夏季猛暑時には、審判の判断で給水タイムを設けるようお願い致します。 

 



【注意喚起事項】 

１． スケジュール（ゲーム消化） 

１）前年度試合進行遅延チームには大会本部より責任者に対してヒアリング・指導を行う。 

２） ブロックリーグ戦は、９月末までに１００％消化すること 

・度重なる試合組みの声掛けに応じないなど、目に余る非協力チームは、ブロック長責任のもと 

トーナメント戦への出場を認めないこともありえるとする。 

・３月中に２試合、８月夏休みに追い込み、９月は残り１試合くらいのペースが望ましい 

３） トーナメント戦（決勝・チャレンジ）は、ベスト４までを当該チーム間で進める。 

事務局本部は最終日（準決勝２試合・決勝戦）を取り仕切る。 

２０２３年各トーナメント出場チームは以下の日程消化を守る事。 

ａ．１０／２９（日）迄に１・２回戦を消化する（ベスト１６） 

ｂ．１１／２３（祝）迄に３・４回戦を消化する（ベスト４、未消化チームは棄権とみなす場合あり） 

c．１２／３（日）最終日 １２／１６（土）納会とする。 

＊土曜日学校行事・他大会との兼ね合いなど両方の都合が合いにくい 

目に余る非協力チームは、当該ブロック長間で事情を把握し棄権を求めることもありえる。 

４） 各トーナメント戦４つの山組に各ブロック長を配し進行に責任を持つ。 

５） ２０２３年度、東京都軟式野球連盟主催のジュニアトーナメントが開催される、１１月６日予定 

 

２．グラウンド 

１）グラウンド提供は、相互提供が原則 

２）１単位（２時間）２，０００円上限とし、ブロック予算より充当する。 

 

３．審判員 

  １）必ず！審判服を着用する 

＊節度を重んじ、安易に考えないこと。特に若年指導者にルーズな服装が多い 

 

４．挨拶・礼儀作法 

１）チーム代表者の責任において、少年野球の指導者としてのあるべき姿を指導頂きたい。 

 

５．まとめ 

  １）どのチームも、スーパーリーグチーム担当者は、未経験者・若年指導者が多い。 

    上級生チームは見本とすべきチームであっても、まだそれを吸収できていない。 

  ２）立派な指導者になっていただくためにも、スーパーリーグの交流の中で色々なことを学んで 

いただきたい。 

 

６．１６回大会出場、１７回大会不参加チーム（６チーム）  

・フレール・太田区 ・ジャパンキングス・渋谷区 ・舎人少年野球・足立区 

・大向ベアーズ・渋谷区 ・烏山ウイングス・世田谷区 ・番町エンジェルス・千代田区 

  

７．再加入チーム（４チーム） 

・竹仲・足立区 ・東王ジュニア・江東区 ・コンバッツ・中野区 ・松島ファルコンズ・江戸川区 

 

８．新規加入チーム（１０チーム） 

・若羽クラブ・渋谷区 ・深川ライナーズ・江東区 ・堀小スワローズ・杉並区 

・初台ビクトリー・渋谷区 ・練馬ペガサス・練馬区 ・富ヶ谷ノーティーボーイズ・渋谷区 

・中板橋ボーイズ・板橋区 ・豊島ブレイズ・豊島区 ・向陽台スターキッズ・稲城市 

・調布メンパース・調布市 

 



【コロナ禍での開催について】 

◎各チームの責任においてスーパーリーグに参加しているとの前提で運営して参りますので、罹患者・ 

感染者についてリーグ代表及び事務局は一切の責任を負えませんのでご了承下さい。 

◎選手・関係者の体調管理はチームの責任で実施ください。事務局で検温等は行いません。 

◎試合前、相互に必ず健康チェックシート（書式は問いません）の確認を行い、対戦チーム同士健康状態 

に問題が無い事を確認してから試合実施をお願いします。 

◎チーム関係者に発熱者が発生した場合は速やかに対戦相手、ブロック長、事務局に報告をお願いします。 

 当日の試合の実施判断は事務局（不在時はブロック長）が行います。 

状況により判断しますが、選手から発熱があった際は、当日の試合は中止としてください。 

◎試合前・後の礼もベンチ前で実施、選手以外は常時マスクの着用を推奨します。 

声援に関しても拍手のみでお願いします。 

◎審判（審判服着用）は当該各チーム２名ずつで４審（会場責任チームが主審）、審判もマスク着用を 

推奨します。 

◎野球道具等（特に身に着けるキャッチャー防具、審判防具等）の消毒も推奨します。 

◎試合前・後の選手・チーム関係者の手洗いうがいも励行お願いします。 

◎車移動については最小限の人数（選手・スタッフ・保護者）での移動を推奨します。 

車内では、窓開けや私語を慎むなど、感染予防に努めるようお願いします。  

 

 

 


